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なぞらえ、3 部構成となっている。第 1 部では魔女
がいかに悪であり危険な存在であるのかという魔女
論が様々な書物の権威を通して論証され 4、第 2 部に
は実際に魔女が行う魔術 5( 前半 ) とその対抗策 ( 後
半 )、第 3 部 6 には裁判方法が記されている。本論で
扱う第 1 部は「魔術に必要な 3 要素；魔女・悪魔・
神の許可について」と題され、18 の設問に分かれ
ている。問 1 では魔女の実在性が、問 2 では魔女と
1　 テキストとしては、Christopher S.Mackay, MALLEUS MALEFICARUM, volumeⅠ, The Latin Text and Introduction, Cambridge, 2006, Christopher 
S.Mackay, MALLEUS MALEFICARUM, volumeⅡ, The English Translation, Cambridge,2006, Wolfgang Behringer, Heinrich Kramer(Institoris).Der 
Hexenhammer. Malleus Maleficaru., Munchen, 2000. を使用した。
出版されてから 1487 年のイースターの頃までこの作品は、’Malleus Maleficarum’ ではなく ’tractat wider die Zaubernisse’（魔術に対する論文）’tractat 
wider die zauberein’( 魔女に対する論文）’tractat Meister heinrichs’( ハインリヒの論文 ) と様々な名前で呼ばれていた。教皇教書、弁明書、ケルン
大学の認定書が付された完成版が出版されるのは 1491 である。
2　 『鉄槌』がハインリヒ・クラーメルの単著なのかヤーコブ・シュプレンゲルとの共著なのかについては今日もまだ議論されている。しかし
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は惨めなものであった。彼が赴いた多くの地で彼は


















( 信仰 )12 であるが、その反対 ( の主張 ) を頑なに弁
護することは全くもって異端であるかどうか。13













7　 インノケンティウス 8 世（1432–1492、在位 1484–1492）、’Summis desiderates affectibus’「限りない愛情をもって要請する」（1484)。こ
の教書はクラーメルとシュプレンゲルに全ドイツの教会管区で魔女裁判を行うことを正式に承認するものであった。
8　 コンスタンツ司教区とその近郊ラーヴェンスブルクで 48 人を火刑にした魔女裁判。しかしその真偽は定かではない。
9　 ウォルフガング・ベーリンガー（長谷川直子訳）、『魔女と魔女狩り』、刀水書房、2014 年、106-107 頁。
10　 Mackay, op.,cit, pp.2017-208, pp.28-29. Behringer, op.,cit, pp.117-119.
11　  原文では maleficos（男性・複数・対格）が使われている。従って「魔術師」が本来の意味である。




















































































20　  ヨブ記、41:24（実際は、41:25）“ この地上に、彼を支配するものはいない。彼はおののきを知らぬものとして造られている。” 
ここでは神がヨブにレヴィアタンについて説明している。レヴィアタンは本来神が創った海の怪物であるが、中世以降は悪魔と同一視された。




















































































30　  申命記 18:11 − 12“ 呪文を唱える者、口寄せ、霊媒、死者に伺いをたてる者などがいてはならない。これらのことを行う者をすべて、主は
いとわれる。これらのいとうべき行いのゆえに、あなたの神、主は彼らをあなたの前から追い払われるであろう。”
31　 レビ記 20:27“ 男であれ、女であれ、口寄せや霊媒は必ず死刑に処される。彼らを意思で打ち殺せ。彼らの行為は死罪に当たる。”
























































































36　 『鉄槌』第 1 部問５で扱っている。



























































































































































































46　 教会法によれば、あるものの姿を①悪くすること②良くすること③変貌させることの 3 つである。
47　 グラティアヌス教令集：2,26,5,14。
48　 アウグスティヌス、『神の国』、10,8。
49　  1 つ目はという記述が原文中にはなく突然 2 つ目となるが、注 46 の①のことであり、このすぐ上に魔女が生き物を変化させることができる
という箇所が 1 つ目である。
50　  申命記、32:39” しかし見よ、わたしこそ、わたしこそそれである。わたしのほかに神はない。わたしは殺し、また生かす。わたしは傷つけ、
またいやす。わが手を逃れうる者は、一人もない。”
51　 アウグスティヌス、『神の国』18,18。
52　 『鉄槌』第 2 部問１。
せずに残しておく。
「良い状態や悪い状態に変化させる」という 2 つ
目のことは、49’ 神の権威によってのみ ’ ’ 叱責として ’ 


















親に関してである。このテーマは第 2 部 52 で述べよ
う。そして、魔術師は常に居合わせるのか居合わせ
ないのか、また悪魔はこの形で現れるのか人間自身


















































































































2 つ目に関しては、ペトルス ( インノケンティウ


































































をしない。そしてまたそのことは他の作用 ( の場合 )
も然りである。
主たることに関して、悪魔は魔術によって引き起
こされた効果に関連した技によって動く。従って、
悪魔は他の要因の助けなしで本質的もしくは非本質
的な形を作り出すことはできない。そして我々は、
害悪魔術は他の要因の助けなしで起こりうるとは言
えないし、それ故悪魔はその助けのもと病気や他の
苦しみの本来の性質を生じさせることができるとは
言えない。
しかし、この助けや仲介にはどのような種類があ
るのか、もしくはしないのかについては後で説明し
よう。
